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2022 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 
● 提出⽇ ： ２０２２年１０⽉１１⽇ 
● 事業名 ： つなぐ、つながる、復興への想い 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈ RCF 
● 実⾏団体 ： ⼀般社団法⼈ドットリバー 
 
1  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 
宿泊事業者と連携したワーケーションプランがいく
つかできており、⼈吉市としてのワーケーションの
モデル事例になっていること 

モデルプラン →10 件 
 

2023 年 3 ⽉ 観光事業者等とは連携しており、ワーケーションホ
ームページにて、ワーケーション専⽤のプランやコ
ンテンツをアップしている状況。 
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連携する宿泊
事業者 

→10 件 

ワーケーションを軸とした新しい観光コンテンツが
でき、訪問客が訪れている状態 

訪問客数（モ
デルツアー） 

→50 ⼈ 
 

2023 年 3 ⽉ 熊本県⼈吉球磨地域において、これまで 23 社 52 名
の受け⼊れ済み。⽬標値を超えているものの、引き
続き 20 名程度の受け⼊れを予定している。 

1 

地域内の事業者が、ワーケーションプランを通じて
協⼒ができている状態 

事業者数 →49 事
業者 

2022 年 4 ⽉ 飲⾷店事業者や宿泊事業者と連携し、ワーケーショ
ン受け⼊れを⾏っている。飲⾷店はワーケーション
参加者⽤のメニュー開発も⾏っている 

1 

ワーケーションの実施を通じて事業者から相談等を
持ちかけられる関係性ができ、相談を受けた際に⾏
政等に連携し、再建に向けた後押しができる状態 

相談件数 →20 件 2022 年 4 ⽉ 飲⾷店事業者や宿泊事業者からの直接相談も受けて
おり、⼈吉市や観光協会とも連携してヒアリングを
実施するなど再建に向けた後押しを実施している。 

1 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
🗹 変更なし ! 短期アウトカムの内容  ! 短期アウトカムの表現  ! 短期アウトカムの指標 ! 短期アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
事業開始後から新型コロナウイルス感染症により関係各位との対⾯での打ち合わせや調整など実施することができなかった期間もあったが、事業を進め
るにあたりオンラインでのミーティングを積極的に活⽤したことで事業を進めることに⽀障をきたすことはなかった。ワーケーション受け⼊れ等を⾏な
っていく中で、来訪者のコロナ陰性の事前確認や実施期間中の体調管理をはじめとした感染対策、熊本県の飲⾷店感染防⽌対策認証を受けた店舗を優先
的に使うような気遣いも受け⼊れの中で⾏っている。特に⼈吉球磨地域でのワーケーション受け⼊れについては、⼈と⼈が繋がる、交流することを⼤切
にしているため、今後もより徹底したコロナ感染対策を実施して⾏きたい。 
 

 
③ 広報 (※任意) 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
※企業との連携事業として、本事業と並⾏して推進中 
・フィリップ モリス ジャパンが推進する熊本県⼈吉市 令和 2 年 7⽉豪⾬の復興⽀援事業 記者発表会にてプロジェクトの中間成果を報告｜フィリップ モリ
ス ジャパン合同会社のプレスリリース (prtimes.jp) 
・【レポート】熊本県⼈吉市で企業ボランティアを⾏いました（フィリップ モリス ジャパン × RCF） | 復興 BASE (fukko-base.com) 
・ワーケーションや⾷⽀援 復興３事業を中間報告 (hitoyoshi-sharepla.com) 
・ニュース | フィリップ モリス ジャパン (pmi.com) 
※熊本放送、⽇刊スポーツ、熊本⽇⽇新聞等にその他掲載 
  

2.広報制作物等 
 3.報告書等 


